






に至るには色々な事項を検討し話し合ってのことであるが、現実問題として交通事故の 
危険性が無くなったわけではない。 
しかし、交通事故に遭遇する危険性 

よりも、其の人々の自尊心を守り、自 
由で自立した生活を保証する日々は、 
今までに紹介した事業所の寄り添う介 
護と同様、其の人の気持ちを大切に考 
えているという点で同じである。 
また、この事業所では、糖尿病の疾 

患をもつ利用者の食生活の改善とイン 
シュリンの徹底した管理を行った結果、 
糖尿病の改善がみられ、インシュリン 
の自己注射が不要になった実績から、 
本人、家族、医療と介護が連携を密に 
行うことで、認知症高齢者の身体介護だけではなく健康面でも改善が大きく期待できる

ことが注目されている。 
 
  

以上のように、認知症高齢者グループホームでは、主体を高齢者本人に置いて、その

人の自立支援を考える介護に徹している視点に注目すべきである。小規模であるから可

能であるきめ細かなケアは、認知症高齢者のケアには非常に重要であり、他の介護保険

施設には無いケアを唯一実践できる場所である。 
しかし、その半面、提供されているサービスの質が外部から見難い点で、入所者への

虐待や身体拘束等の問題も少なからず存在するようである。また、資質向上に向けた研

修活動への活動気運も人員規模の問題から低く、研修に職員を参加させたい意識はあっ

ても、人材不足によって介護の現場を離れることが出来ないケースも非常に多く発生し

ている。 
小規模がゆえに運営に際しての変更や改善への対処は早く、その分だけ入居者である

高齢者へのケアは格段の変化が期待される。しかし、小規模なりの苦悩は運営規模にお

いても小規模としての厳しい現実が経営環境を困窮させ、同時に正当な人件費を保証す

る事も厳しい現実に、勤務する職員の定着率は低く、常に人材不足に悩まされる体質は

変わっていない。 
また、認知症グループホームにも利用者の加齢に伴う身体状況の重度化ばかりでなく、

糖尿病患者、慢性呼吸不全患者等の医療的処置の必要な高齢者の増加が予想され、医療

との高密度な連携の必要性は、現行の人員配置基準に定められた介護支援専門員よりも

看護師の配置を優先すべきと考えられる。 
近年の介護保険を食い物にする悪質な事業者が摘発を受けたり、防火管理を怠り出火

事故による多数の入居者の死亡事故の発生等、認知症グループホームに対する社会の信

頼を裏切る行為も散見されるなか、私たち三重県グループホーム連絡協議会では、三重

県内の認知症グループホームを運営する事業所の資質向上と利用者、家族、地域、行政

との連携を支援し円滑な事業運営と社会に開かれた介護の実践を目指している。 
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